
 ＜大阪府立中央聴覚支援学校 地域支援事業＞  

２０２６年度 みみネットアカデミー（聴覚障がい理解研修会）Ⅱ 
本校通学区域の学校園に在籍する聴覚障がいのある幼児・児童・生徒を担当する教職員及び

養護教諭に対して、聴覚障がい教育に関する知識や技能、聴力測定や聴覚管理など、情報交換

の場を提供することを目的に毎年夏季休業中に開催しています。今年度は、京都市聴覚言語障

害センターから臨床心理士の若狭先生をお招きし、ご自身の経験をももとに、きこえの困り感

に寄り添う教育現場での支援方法について、また、実際の事例をもとにアドバイスをいただけ

る場を予定しております。ぜひご参加ください。 

 

１ 期 日   令和８年  ７月 ２８日（火） 

２ 対 象   大阪市・守口市内の学校園の教員及び養護教諭 

       大阪府下の高等学校・支援学校の教員及び養護教諭 

３ プログラム 

９：３0～        受付          

９：５0～     開会式（挨拶、諸連絡） 

10：00～12：00 「チームで支える難聴児の発達と学校生活 」 

～難聴当事者の心理士と考える支援のポイント～ 

              京都市聴覚言語障害センター 若狭 妙子 先生 

 

 

 

 

12：00～12：10 本校高等部・専攻科について 

13：10～14：10 選択講座① 

きこえの基礎 発音 難聴体験 
地域の学校での 

聴力測定の仕方 

14：20～15：20 選択講座② 

学校で使える 

コミュニケーション 
きこえと障がい認識 

就職活動と 

障害者雇用 

補聴器と人工内耳 

補聴援助システム（ロジャー） 

15：30～16：15 情報交換会 

16：15～  聴能室見学 

４ 定 員  ４０名（定員になり次第締め切ります） 

５ 参加費  無 料 
 

学校生活で周囲に見えにくい「きこえの困り感」に悩む子や、不安を抱える保護者は少なくあり

ません。本研修会では、自身も難聴当事者として地域の学校や通級教室に通った経験を持つ、臨

床心理士の若狭先生をお迎えします。当事者だからこそ分かる子どもの心の葛藤や、保護者に寄

り添う心のケア、具体的な支援についてお話しいただきます。 

 



６ 会 場  大阪府立中央聴覚支援学校（大阪市中央区上町1-19-31） 

大阪メトロ 谷町線・中央線         「谷町四丁目」出口⑩より南東約600m 

大阪メトロ 谷町線・長堀鶴見緑地線 「谷町六丁目」出口⑦より北東約600m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 申込み 申込用紙に必要事項をご記入のうえ、郵送か逓送、またはFAXにて 

次の宛先までお送りください。 

 

逓送便：中央区 大阪府立中央聴覚支援学校 支援部 宛 

郵 送：〒540-0005 大阪市中央区上町1-19-31 

             大阪府立中央聴覚支援学校 支援部 宛 

F A X：06－6762－1800 

※参加を受け付けた方には、FAXで連絡します。 

（大阪府立高等学校・大阪府立支援学校の方には、メールで連絡します。） 

定員を超えて受け付けられない場合は、個別に連絡します。 

 

８ 連絡  

名札とスリッパをご持参ください。 

 

 

９ お問い合わせ  大阪府立中央聴覚支援学校 支援部（担当：塩谷） 

           電話：06－7712－1405 （支援部直通） 

    06－6761－1419 （学校代表） 

 FAX：06－6762－1800 

                          

 

 

締め切り：７月１0日（金）必着 



締め切り ７月１０日（金）必着 

研 修 参 加 申 込 書 

次の研修に申し込みます。  ７月２８日（火） 

２０２６年度 みみネットアカデミー（聴覚障がい理解研修会）Ⅱ 
 

名 前  職 種  

学校名  府・市立 
学校 

       園 

電話番号  

FAX番号  

学校住所 （区・市） 

メールアドレス  

◆担当している幼児・児童・生徒の学年等 幼   歳 ／ 小・中・高     年 

◆受講を希望する講座のタイトルを書いてください。 

選択講座① 第一希望 「         」 第二希望 「          」 

選択講座② 第一希望 「         」 第二希望 「          」 

◆参考にさせていただきますので、次の質問にわかる範囲でお答えください。 

学校に聴覚障がいのある幼児・児童・生徒がいますか。 はい  ・  いいえ 

「はい」の場合「聴力の程度はどのくらいですか？」 

※おおまかな聴力で結構です 

右（   ）㏈ 左（   ）㏈ 

 

「はい」の場合 

「補聴器や人工内耳を装用していますか？」 

右（補聴器・人工内耳・装用なし） 

左（補聴器・人工内耳・装用なし） 

「はい」の場合 

「補聴援助システム（ロジャー）などを使用していますか？」 
はい  ・  いいえ 

 ◆臨床心理士の若狭先生に質問や相談したい内容をお書きください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 同一校で複数名の参加がある場合は、お手数ですが複写してご使用ください。 

※ 大阪府立中央聴覚支援学校 支援部 只腰 宛  FAX：06-6762-1800 


